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The purpose of this study is to make clear the conditions that should be provided 
for learning guidance to foster the ability to think, make decisions, and express oneself 
by analyzing a teaching procedure of science class in an elementary school in Japan. 
For this purpose, the present study took the following three steps: 1) to manifest all 
the instructional help establishing each of the process of problem-solving, 2) to clarify 
the relationship between the manifested help and the three abilities above, and 3) to 
generalize the help to foster the three abilities. As a result, the following two points 
were found as conditions to be provided: 1) It is to make children acquire the help of 
the three abilities; 2) the way to embody the help in each process of problem solving is 
needed. 


















































































































































































































































































































































































































































































































事例 学習指導計画 全５時間（１，２時間のみ記載） 



















































































































































































      基準 
土（粒が小さい） 砂（粒が大きい） 
・なかなかしみこまな
い 
・しみ込みが遅い 
・なかなか，水が下に落
ちない 
・たまってから，下に少
しずつ落ちていく 
・すき間が小さいから
なかなか落ちない 
・はやくしみ込んだ 
・すぐに水が落ちる 
・吸い込まれるように，
水が落ちた 
・たまらない 
・すき間が大きいから，
すぐに水が落ちる 
 
⑦考察をする 
しみ込み方は，粒の大きさが関係している。粒が小
さい土は，水がなかなかしみこまず，粒の大きい砂は，
水がすぐにしみこむ。 
 
⑧ふり返る 
 
 
 
○準備するもの 
・半分にして逆さに重ねたペットボトル
２つ 
・同じ量の土と砂（100ml） 
・同じ量の水（100ml） 
○水の量・土の量を一定にして，条件を 
制御する 
 
 
比較 
土（水のしみ込み方）と砂（水のしみ 
み方）を比べる 
 
 
話型 ；～より～のほうが～。 
 
 
 
比較・関係付け 
水のしみ込み方と，粒が小さい土と粒
が大きい砂を関係付ける 
○雨が降った後の校庭の写真・ビデオを
用意する＜砂場と校庭の写真２枚＞ 
思考の基盤 
しみ込みやすい： 
粒が大きいから砂場の砂は水たまり
ができない。 
しみ込みにくい： 
粒が小さいから校庭の土は水たまり
ができる。 
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